
作文「秋の遠足に行って」
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　10月 16日に片倉つどいの森に、なかよしの先輩やお友だち達と秋

の遠足に行ってきました。

　前の日の夜は、なかなか寝られなくて、起きられなかったらどうしよ

うと、とても心配でした。お天気も心配だったので、もちろん心の中に

はてるてる坊主をいっぱいつるしてました。

　朝6時に目がさめると外は晴れ。やりました、遠足です。

お友だち達に遠足はありますとメールを出して、出発進行。

　8時すぎに公園に着くと、所沢の久保田さんがもう先に着いててビッ

クリでした。

　その後も、どんどんお友だちがやってきて、9時ちょっと前にゲート

が開いた時には、ほとんどのお友だちがそろってました。

　みんなで力を合わせてタープを張ったり、テーブルをならべ、アンテ

ナもあげました。なれてない場所なのに、みんながテキパキと作業を

進め、あっという間に基地完成。



　10時ごろには無線の運用が始まり、みんながバリバリと交信してい

るのを見て、「やっぱみんな無線が好きなんだなあ」って、うれしくなっ

ちゃいました。

　ジビエくんが作ってきた50 メガの新しいアンテナで、齋藤さんが

ニューカレドニアってところと交信しちゃった時は、みんなで拍手でし

た。アンテナを作ったジビエくんも、外国と交信しちゃった齋藤さんも

スゴイ。

　今回、バーベキュー係のぼくは、久保木くんたちに手伝ってもらって

炭火を起こし、ごはんのしたく。



　お肉が大好きなBさんが、ケムリがいっぱいあっても負けないで

いっしょうけんめいお肉を焼いてるのを見て、負けないように、ぼくも

がんばりました。　

　焼きそばをやることになると、岸田くんが「ぼくにまかせて」と言って

きて、とぉ～っても上手においしい焼きそばを作ってくれて、みんなで

「おいしいおいしい」って言いながら食べました。ホントにおいしかっ

たぁ～♪



　それからも無線をやったりお話ししたり、お肉を食べたりしている

と、あっという間に帰りの時間。

もっと遊んでたいなあと思いましたが、日が暮れちゃう前にお片付

け。来た時と同じように、みんなで力を合わせたら、あっという間にか

たづいちゃいました。

　帰る前に、久保田さんの車の中のSGっていうでっかい機械でみん

なのトランシーバーのSメーターの調子をみてもらいました。あとでA

さんから聞いてわかったんですが、そのSGっていう機械は大先輩か

ら木村さん、久保田さんと受けつがれてきたスゴイ機械だったみたい

です。とにかくカッコいい機械でした。



　日も暮れてきて、最後まで公園に残ってたぼくも、いよいよ帰る時間。

さびしかったけど、きっとまたみんなで集まれるもんねって思い、荷物

を車につめこんで、公園にさよならしました。

　

　とってもとっても楽しかった秋の遠足。次は春の遠足にみんなと行き

たいなって思ってます。

　楽しい思い出、ありがとうでした。
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